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３ 
年生「総合的な探究の時間」最終発表会を行いました。 

  現在の３年生は、総合的な探究の時間を１年生から３年生まで週１時間で行い、その中でも特

に２年生から約２年間かけて取り組んだ探究活動の最終発表会を行いました。２会場に分かれ

各チーム発表時間５分+質疑応答３分間のプレゼンテーション形式にて発表を行いました。 

  発表後には会場ごとにゲストを代表し、福知山公立大学の杉岡秀紀先生と京都橘中学校・高校魅力化

コーディネーター長谷川夕起（加悦谷学舎初代コーディネーター）様から講評をいただきました。 

  約２年間で取り組んできた活動の中では、うまくいかないことやなかなか活動が進まない様子も見受け

られましたが、発表では成功や失敗、テーマを変更したことなどを自身の言葉でしっかりと伝えることができ

ました。また、ゲストの方々は楽しんで発表を聞いてくださり「そこからのテーマ変更の発想がとても面白い」

など、探究の難しさだけではなく楽しさに気が付くような言葉を生徒へいただき、とても良い発表会になりました。 

題字：書道部 荒田 幸弥（２年）作 

３年生「総合的な探究の時間」最終発表会（11月11日（火）） 

２ 
年生家庭基礎の保育

分野で「子育て支援

に係る講演と赤ちゃ

ん親子ふれあい学

習」を10月23日（木）及び11

月４日（火）に行いました。 

  １日目に10組、２日目に９組

の親子さんに来校していただき

ました。特定非営利活動法人ま

るっと丹育 代表 矢谷宣弘様、

副代表 谷口英子様、スタッフの

皆様に御協力いただき、今年で

５回目の実施となります。 

  始めは、赤ちゃんを前に緊張

していた高校生ですが、お母さ

んから聞かせていただく出産や

子育てに関する話や赤ちゃんの

笑顔や泣き声に癒され、赤ちゃ

んと関わりたいという気持ちが

大きくなっていくようでした。時間を延長してほしいという声が出るほど、

よい時間を過ごすことができました。 

赤ちゃんふれあい授業 

１ 
年生「職業体験授

業」を実施しまし

た。 

  進路選択の参考にするこ

とを目的として、（株）さんぽ

う様の御協力のもと、「職業

体験授業」を行いました。生

徒たちは17講座の中から３講座を選択し、職業体験や説明等を受ける

ことで、それぞれの特徴や魅力について知ることができました。 

  生徒からは、「進むべき進路について今まで以上に興味を持てた。」、

「学んだ職業についてより深く調べたい。」など、進路に向けて前向きな

感想が多く聞かれました。 

  生徒たちの満足度はとても高く、素晴らしい体験授業となりました。 

職業体験授業（11月17日（月）） 
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高校HPの 

二次元コード 生徒たちの活躍や学校生活の 

様子なども更新中！ 

Web サイトも御覧ください 

宮津天橋高校 

助 
産師の小西朋子様を講師としてお招きし、３年生対象「性

に関する教育講演会」を行いました。 

  「生命（いのち）の授業」という演題で、妊娠・出産につ

いて講演を聴きました。生きる力をもって産まれてきたこと、私たちは奇跡

的な確率でここに存在することなど、「生きているだけで100点満点！」

なのだと教わりました。大人になることは、精神的・日常的に自律するこ

と、自分の意志で行動し責任をもつことなど、自分の人生を大切にして

ほしいと伝えられました。 

  また、各クラスの代表が妊婦体験スーツを着用し、妊婦さんの大変さ

を実感したり、全員が赤ちゃん

人形を抱っこしたりする体験を

しました。 

  命の神秘や尊厳に触れ、そ

れぞれ一人ひとりが大切な存

在であると改めて実感する機

会となりました。 

高校インスタの 

二次元コード 

性に関する教育講演会（10月31日（金）） 

修学旅行（11月25日（火）～28日（金）） きもの着付け教室（12月11日（木）） 

英検１級合格 

部活動の実績 

令 
和７年度第２回きもの着付け教室を行いました。第２回

は袷（あわせ）の着物を学びました。生徒９名が参加し、

講師の先生方に手伝っていただきながら着物を着るとと

もに、PTA役員の方にも着付け体験をしていただきました。 

  参加した生徒は、「初めて参加をしましたが、とても楽しく貴重な経

験になりました。」や、

「私は自身の家に３代

伝わる着物があり、将

来それを着るので、着

物を着る練習ができて

良かった。」などと、話し

ていました。 

  最後に写真撮影を行

い、今年度のきもの着付け教室を終了しました。 

○第49回公立高等学校卓球

大会 第37回個人の部 

  小谷優奈さん（１年）  

  女子シングルス ３位 

2 
年生修学旅行を11月25日（火）から28日（金）までの4日

間、両学舎合同で実施しました。 

 1日目は、福島県のホテルハワイアンズへ向かい、温泉や

プール、フラダンスショー、豪華な食事等を楽しみました。2日目は、福島

県双葉町にある東日本大震災・原子力災害伝承館で震災や原発事故

について学びました。浪江町・双葉町の街並み、福島県内唯一の震災遺

構である請戸小学校を語り部の方の説明を受けながらバスで巡りまし

た。その後、千葉県のホテルグリーンタワー幕張に移動し、学舎間レクリ

エーションで学年の絆を深めたり、グループごとに震災学習を振り返っ

たりしました。3日目は、生徒の希望に応じて、東京ディズニーシーとつく

ばサイエンスツアーに分かれて行動しました。東京ディズニーシーでは、

夢の国の世界を満喫しました。つく

ばサイエンスツアーでは、宇宙飛行

士訓練施設や国際宇宙センターの

管制室を見学し、貴重な学びを得

ました。最終日は、東京散策を行

い、グループごとに決めた行き先

で、東京の魅力を堪能しました。 

  4日間を通して、普段では体験で

きない技術や文化を肌で感じ、多く

の学びを得ました。また、自分たち

で考え、仲間とともに計画を立て、

行動し、より良い行事にした経験

は、今後の自律への大きな一歩に

なったと思います。 

＜卓球部＞ 

超 
 難関である実用英語技能検定１級に佐賀真之介さん

（３年・加悦中）が、見事合格しました。実用英語技能検

定の１級は、大学上級程度の英語力を要すると言われて

おり、英語検定の試験において最終目標となる級です。合格には、通

常の英語に関する知識・技能だけでなく、更に社会性の高い複雑な課

題への深い理解力や、高度な語彙力、そして自分の考えを、説得力を

もって論理的に表現する力が不可欠です。 

  高校生にとっては極めて難易度の高い試験ですが、高い壁に挑み、

それを乗り越えた佐賀さんの姿勢は、これからの可能性を大きく広げ

るものとなるでしょう。 

  「高校２年生の時に準１級を取得したことを機に、１級も取得したい

と思い、試験２か月前から

学習を積み重ねてきまし

た。後輩の皆さんもぜひい

ろいろなことに積極的に

チャレンジしてみてくださ

い！」 

 

 

 

 

 


